
第１回 福井県総合教育会議

福井県教育委員会

令和８年５月８日（金）

令和８年度
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議題１ 「ふくい県立高校魅力向上プラン」

について

議題２ 改革先導拠点について
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県立高校の現状と課題
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Ⅰ 社会情勢の変化（国の全体）

Ⅱ 社会情勢の変化（福井県）

Ⅲ 福井県のこれまでの取組
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2040年問題と高校教育改革に関する基本方針

・世界規模で、人・モノ・金・情報がグローバルに流通し、産業構造や社会システ

ムの激しい変化や、AIの実装などデジタル技術の目まぐるしい発展が止まること

のない時代に突入

2040年問題

・少子高齢化、生産年齢人口の減少、

地方の過疎化の一層の深刻化

・労働力需給ギャップ※や、産業界の

ニーズに応じたいわゆる理系人材の

不足が生じる可能性

※事務職は余剰が生じる一方、労働生産性を高める
AI・ロボット等の活用を担う人材などが不足する

・「自ら問いを立てる力」「他者とと

もに価値を創り出す力」が評価さ

れる時代へ

取組の方向性

・以下の3つの視点を重視した高校

教育改革に関する基本方針（グラ

ンドデザイン）を策定

＜視点１＞
不確実な時代を自立して生きていく
主権者として、AIに代替されない能
力や個性の伸長

＜視点２＞
我が国や地域の経済・社会の発展を
支える人材育成

＜視点３＞
一人一人の多様な学習ニーズに対応
した教育機会・アクセスの確保

Ⅰ.  社会情勢の変化（国全体）
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（参考）日本の人口の推移と労働需給ギャップ

労働需給ギャップ

少子高齢化の推移

Ⅰ.  社会情勢の変化（国全体）

出典：R7.1.28 文部科学省「高等教育の在り方に関する特別部会(第15回）」配付資料より

出典：R8.3 経済産業省「2040年の就業構造推計（改訂版）について」より
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（参考）高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）

高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）

～N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想～

高校教育改革に関する

グランドデザイン

策定

国

実行計画を策定

都道府県

安定財源を確保した上で

交付金等の新たな財政

支援の仕組みを構築

将来

※令和9年度予算の編成過程で検討

Ⅰ.  社会情勢の変化（国全体）

出典：文部科学省「ミラメク」note より
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Ⅰ 社会情勢の変化（国の全体）

Ⅱ 社会情勢の変化（福井県）

Ⅲ 福井県のこれまでの取組
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福井県の現状と課題

福井県の現状と課題

・福井県の人口は今後も減少していくことが見込まれている

２０２０年は ７６．７万人（年少人口９．６万人）

２０４０年には６３．９万人（年少人口６．４万人）となる見通し

（２０２０年比で総人口は約１７％減、年少人口は約３３％減）

・社会増減（転入ー転出）はほぼ一貫してマイナス（転出超過）

２０２５年は ▲２，７２１人

２０歳～２４歳の転出超過数が最も多い

・高校授業料の実質無償化による影響

令和８年度以降の所得制限撤廃（拡充）による影響を注視する必要あり

⇒人口減少社会において、県立高校が特色ある魅力的な

「選ばれる学校」となるように最大限努力する必要がある

Ⅱ.  社会情勢の変化（福井県）
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（参考）福井県の人口推移と見通し

福井県の人口推移と見通し

・福井県の人口は、

２０４０年には６３．９万人まで減少
老齢人口は増加する一方、生産年齢人口、年少人口は減少する見通し

年少人口は９．６万人（２０２０年）から６．４万人（２０４０年）に約３３％減

Ⅱ.  社会情勢の変化（福井県）
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（参考）福井県の年齢階級別社会増減の推移

福井県の年齢階級別社会増減の推移

・福井県の社会増減（転入ー転出）は、

マイナス（転出超過）の状態が継続

２０～２４歳の転出超過数が最も多い（大学や企業の都市集中）

Ⅱ.  社会情勢の変化（福井県）
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世帯年収（目安）

（参考）国による高校授業料の実質無償化

高校授業料無償化のイメージ

・国は、令和８年度から全世帯を対象とした高校授業料の実質無償化を実施

所得制限の撤廃、授業料助成額の引き上げなど私立高校向けの支援が大幅に拡充

・国は、無償化と併せて公立高校への⽀援拡大を含めた高校教育改革に関する基本方針

（N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想）を公表

就学支援金の
支給上限

国の就学⽀援金制度
による現行の助成対象

※公立11.88万円、
私立39.6万円

590万円 910万円

・専門高校の機能強化,高度化

・普通科高校改革を通じた特色化,魅力化

・地理的アクセス、多様な学びの確保

→改革先導拠点の創出

国における高校教育改革の方向性

※「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）」
（令和８年２月１３日）より抜粋

・県による高等学校教育改革実行計画

の策定

・上記計画を着実に実現できるよう、安

定財源を確保した上で、財政⽀援の仕

組みを構築することにより、高校生の

学びを支援

33.50万円

45.70万円

39.60万円

11.88万円

R７～：全世帯向け⽀給（11.88万円）の所得制限撤廃

R８～：私立学校向け⽀給の上限引上げ（39.6万円→45.7万円）
＋所得制限撤廃

福井県による独自⽀援

※世帯年収910万円以上は
子ども2人以上扶養世帯対象

R7年度
⽀給開始

国の就学⽀援金制度
による新たな助成対象

Ⅱ.  社会情勢の変化（福井県）

12



（参考）県立高校一般入試倍率の推移

・県立高校一般入試倍率は、県が私立高校授業料無償化枠を拡大した令和２年度に

全県１学区制導入以降最も低い０．９８倍となった

・一方で、令和２年度から探究系学科の新設等県立高校の魅力向上の取組を実施したこと

により、令和３年度以降は一定水準を維持している

県立高校一般入試平均倍率の推移

Ⅱ.  社会情勢の変化（福井県）
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福井県の取組の方向性

県立高校の現状と課題、取組みの方向性等を整理し、県立高校の魅力が向上し

生徒や社会から選ばれる学校となるため、関係機関との連携を図りながら

令和８年度に「ふくい県立高校魅力向上プラン」を策定する

福井県の取組の方向性

◎「選ばれる学校」づくりのために

・これからの時代に必要となる資質能力の育成に必要な学びの機会の充実

・学校の枠を超えた県立高校独自の特色的な学びや活動の推進

・小規模校においても遠隔授業等により他校と協働した多様な学びを確保

・高度な専門知識や技術を学べ、知的好奇心を引き出す学習環境の構築

・多様な人が集まる共創の場となる学校施設の整備

・地域の小中学校との連携を通じた県立高校の魅力発信

Ⅱ.  社会情勢の変化（福井県）
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Ⅰ 社会情勢の変化（国の全体）

Ⅱ 社会情勢の変化（福井県）

Ⅲ 福井県のこれまでの取組
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県立高校の再編整備の状況

平成２０年高問協 答申

・総合産業高校の設置

（奥越、若狭、坂井、丹南）

・１学年４学級以上の規模を維持

H20

令和２年高問協 答申

・探究系学科の新設

・「１学年４学級以上」にこだわらず、小規模

となることが見込まれる高校においても、地元

市町の密接な協力を得ながら各高校の魅力化、

特色化をさらに進め、地域のためにできる限り

存続させることが望ましい

H23

奥越明成高校 開校

（大野東、勝山南を統合）

H24

若狭高校

文理探究科 開科

R2H25
若狭高校

海洋科学科 開科

（小浜水産と統合）

若狭東高校 学科再編

H26

坂井高校 開校

（坂井農業、春江工業、三国高校家政科、

金津高校経理科・情報処理科を統合）

武生商工高校 開校

（武生工業・武生商業を統合）

鯖江高校、武生高校

探究系学科を開科

敦賀高校 文理進学科 開科

R4
高志高校、羽水高校、

勝山高校、武生東高校

探究系学科 開科

丸岡高校 探究系コース設置

足羽高校 多文化共生科 設置

・福井県では、これまでも「福井県高等学校教育問題協議会」（以下、高問協）での議論を

踏まえ、県立高校の再編整備を着実に実施

→再編整備の進展により、福井県内の県立高校の数は24校と全国的にも少ない

県立高校の再編整備の経過

・これまでの再編整備により、福井県内の県立高校の数は全国で２番目に少ない

都道府県別の全日制県立高校数（令和６年度、少ない順）

鳥取２２校、福井２４校、山梨２５校 ※参考：石川３８校、富山３４校

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組
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全国高校生プレゼン甲子園高校生探究フォーラム

各校で実施されている探究的な学習の成

果について、ポスターセッション形式で

発表する「高校生探究フォーラム」を開

催

・都道府県別SSH指定率は全国トップの

１２．９％（全国平均４．９％）

・各校において先進的な科学人材育成

のための取組を実施

探究的な学び

実施内容

・全ての県立高校の生徒が参加して

探究的な学びの成果を発表

・講師からの助言や他行生徒との意見交

換を通じて自らの活動を深く掘り下げ

実施状況

実施内容

県内では藤島高校、高志高校、武生高校、

若狭高校がSSHに指定

外部機関との連携や指定校の自走化を推

進するコーディネーターを配置

実施状況

実施内容

論理的思考力、表現力、創造力等を養う

とともに、プレゼンテーション能力の向

上を図るため「全国高校生プレゼン甲子

園」を開催

実施状況

・令和７年度で５回目の開催となり

３６都道府県から７７７チームが参加

・参加者アンケートでは、９２．５％が参

加前と比べプレゼン力が向上したと回答

スーパーサイエンス
ハイスクール（SSH）

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組

・主体的、協働的な学びにより、生徒が主役となる教育を実践

・福井県の科学技術の発展に寄与する人材の創出
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ふくいの産業高校生チャレンジアワード

一人ひとりが地域の未来を主体的に考え

行動する力を育むため、福井の魅力向上

や地域の課題解決に向けた挑戦を評価す

る「高校生チャレンジアワード」を開催

・県教育長が講師となり、令和６、７年度

の２年間で延べ２８回実施

・受講後「福井の将来に希望がもてた」と

回答した生徒の割合が約８３％

地域に根差した学び

実施内容

・県内１７校の１０７チーム３２２名

から応募

・「福井をもっとおもしろく！」のテー

マのもと地域に飛び出す高校生を応援

実施状況

実施内容

地域や福井の未来と自身の将来を結び付

けて考えることで、地域への愛着を高め、

地元定着につなげることを目的に「地域

デザイン講座」を開催

実施状況

実施内容

地域産業の現状や行政および先端企業の

取組を学ぶため、経営者や技術者および

行政担当者等を講師に招いたオンライン

講座「ふくいの産業」を実施

実施状況

・令和７年度は県内１２の企業、団体の

講師を招いて講座を実施

・プロ人材高校１１校、約１６００人の

生徒が受講

地域デザイン講座

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組

・変化の激しい時代において、自分自身が将来どのように生きるかを考えてもらう取組を実施

・将来の選択肢として、福井で働き暮らすことの魅力や価値を知ってもらうための取組を実施

18



理系人材育成ふくいグローバルサークル
（FGC）

「世界に羽ばたく人材」や「世界から福

井に呼び込む」人材育成のため、学校の

垣根を超えた高校生英語サークル「ふく

いグローバルサークル（FGC）」を創設

・８月、３月にワークショップを開催し

各回約２０人の高校生が参加

・暮らしの中での課題や疑問に対して

意見交換

学校の枠を超えた学び

実施内容

・県内各地の高校から130名以上が登録

・外国人学生と共に「英語サマーキャン

プ」を実施、県内グローバル企業社員

との交流会を実施するなど活動

実施状況

実施内容

企画・デザインに興味のある高校生が県

内のクリエイターと共に創造的思考（ク

リエイティブ・シンキング）のプロセス

を体験するワークショップを開催

実施状況

実施内容

理工学分野への進学率が低い福井県（特

に理系女子）の現状を踏まえ、福井の未

来を創る科学技術人材育成のためのプロ

ジェクトを実施

実施状況

・「ふくいGirls未来のテックリーダー」

プロジェクトに高校生５３人が参加

・生徒の夢実現応援プロジェクト（生徒

研究支援）に６チームが参加

クリエイティブ教育

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組

・同じ分野に興味関心のある生徒同士が集まり、交流し学びあう多彩なプログラムを実施

・他校の生徒と切磋琢磨し、先進的な学習ができる環境を構築
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小中学校との連携高校と地元企業等との連携

より良い未来（Well-Being)の実現と、

それを担う人材育成のために高校と地元

企業・自治体等が協働するプラット

フォームを設置（坂井,若狭,武生商工）

・県内１１校の生徒２８２名が参加

・制作した作品展示や、体験コーナー等の

ワークショップを通じて、プロ人材高校

の魅力を中学生・保護者等の県民にPR

プロ人材高校の価値向上

実施内容

・産業界等との連携体制を活用した教育

活動を全ての職業系高校において実施

・坂井高校では令和8年1月に総勢

１２５名が参加する超会議を開催

実施状況

実施内容

プロ人材高校の職業系学科の生徒が学ん

だ内容や研究の成果を発表する「ふくい

産業教育フェア」を福井と敦賀の２か所

で開催

実施状況

実施内容

出前授業や地域のイベントを通して、小

中学生とその保護者をはじめ広く県民に

プロ人材高校の特色ある取組などの魅力

を発信

実施状況

・それぞれのプロ人材高校において、多様

な企業等と連携し実施した活動を活かし、

地域の小中学生を巻き込んだ共同的な

学習を実施

ふくい産業教育フェア

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組

・地域産業の協力を得て、より実践的な地域と結びついた学びを伸ばし、プロ人材高校の価値や

魅力向上を図る取組を実施
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キャリア教育

・県内５校の生徒、保護者約７０人、

県内１５社、１団体が参加

・就職希望の生徒が少人数で気軽に企業に

質問できる機会を提供

多様なニーズに応じた学び

実施内容

生徒が職業に関して自己理解を深め、卒

業後の進路について考える契機とするた

め、合同企業説明会を開催

実施状況

実施内容

社会経験が少なさ等により卒業後の進路

決定に困難や不安を抱える生徒に対し、

職業観や勤労観を身に付けるための活動

を実施

実施状況

・各校において地元企業見学や職業体験、

地域貢献活動等の体験的な学びを重視し

たキャリア教育を実施

合同企業説明会

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組

・定時制、通信制の多様なニーズに応じた学びの機会の確保と就労に繋ぐ取組を実施

・地域産業との連携を深め、地域を支える人材を育成するための取組を実施

連合文化祭

実施内容

生徒の自己表現活動や文化芸術活動の発

展、文書処理技術の定着を図るとともに、

生徒の交流活動の推進を目的とした連合

文化祭を開催

実施状況

・各校の生徒が書道や美術、写真、被服

等の文化芸術活動の展示発表を実施

・高校生活で得た学びのスピーチや、ワー

プロ技術競技会も開催 21



キャリア教育

・令和６年度より清水特別支援学校と

朝日小学校、清水中学校をモデル校と

して、共同学習推進のための体制構築

を研究

特別⽀援教育の充実

実施内容

障がいのある児童生徒と障がいのない児

童生徒がともに学ぶ交流及び共同学習を

推進するための「インクルーシブ教育推

進事業」を実施

実施状況

実施内容

生徒の障がい特性に応じた求人開拓や実

習の同行支援を行うジョブコーチを配置

ワークキャリア推進協議会を開催し、地

域と連携したキャリア教育について協議

実施状況

・農業法人等や外部の専門家による農業、

清掃、喫茶サービス等の体験実習や技術

指導の機会を設け、生徒の就労意欲や

スキル向上、就職の選択肢拡大に繋げた

インクルーシブ教育

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組

・特別な支援を必要とする児童生徒の通学や卒業後の自立と社会参加に向けた取組を実施

通学⽀援

実施内容

通学途中に医療的ケアが必要な幼児児童

生徒に訪問看護等事業所やタクシー会社

等の協力を得て通学⽀援を実施

実施状況

・令和７年度は２８名の希望者に

計１７７回実施

22



未来協働プラットフォームふくい

Ⅲ.  福井県のこれまでの取組

・大学、産業界、自治体等が恒常的に対話し、連携して地域の発展に貢献するための体制を構築

・本県の将来を担う人材を育成・輩出するため、今後、地域の人材需給や産業構造のニーズを踏まえ、産官学

金等がさらに主体的・継続的に議論を行う場として組織を強化し、県内企業等への就職や県内大学等への

進学の取組を充実

・県立高校の魅力向上に向けて、ふくい県立高校魅力向上プラン策定等、県教育委員会との連携を強化

進路探究ワークショップ（Feel Fukui’s Fun）

・県内高校生を対象に、県内大学の学びとそれが県内企業でどのように生か

されているかが体験できるワークショップを県内企業と連携して実施 23



福井県教育振興計画（第４期 令和７～１１年度）（抜粋）

Ⅲ 福井県のこれまでの取組

１ 個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人

２ 多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人

３ ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人

一人ひとりの個性が輝く、ふくいの未来を担う人づくり
～ 子どもが主役の「夢と希望」「ふくい愛」を育む教育の推進 ～

基本理念

目指す人間像

引き出す教育 楽しむ教育 ふるさと教育

こどものためにアクション！

24



福井県教育振興計画（第４期 令和７～１１年度）（抜粋）

Ⅲ 福井県のこれまでの取組

伸ばすべき力

１ 思考と行動の基礎となる学力・体力

２ 好奇心をもって学びを深める探究力

３ 他者と協働する共感力・対話力

４ ふるさとの未来と自らの将来を思い描くキャリア形成力

５ 成長を続けるための挑戦力

学んだことを人生や
社会に生かそうとする

学びに向かう力、
人間性など

実際の社会や
生活で生きて働く

知識及び技能

未知の状況にも
対応できる

思考力、判断力、
表現力など

学習指導要領の「学びの三要素」

をバランス良く育みながら

以下の資質・能力を重点的に育成

25



福井県教育振興計画（第４期 令和７～１１年度）（抜粋）

Ⅲ 福井県のこれまでの取組

基本的な方針

方針１ 自らと福井の将来につなげる学びの推進

・課題の発見・解決や他者との協働など、未来を切り拓いていくための資質・能力を育む
・地域の未来と自らの将来を考える機会を増やし、一人ひとりの将来の夢や希望を育む

方針２ 誰一人取り残されず、個性が尊重される学びの推進
・全ての子どもが安心して学ぶことのできる居場所をつくる
・特別支援教育の充実など、子どもの多様性に応じた学びと環境をつくる

方針３ 人生を楽しく豊かにする学びの推進
・生涯学び続けることの楽しさを伝え、さまざまな学びの機会を提供する
・子どもたちが文化芸術・スポーツに親しむ機会を充実する

方針４ 基本となる環境づくり
・働きがいと働きやすさを両立する職場環境をつくり、教職の魅力を広く発信する
・子どもたちの多様なキャリア形成を促す、特色のある魅力的な学校をつくる

26



第1回ふくい県立高校魅力向上プラン策定委員会（4月28日）

において議論

県立高校独自の魅力的な学びを推進し、県立高校が選ばれる学校となるためのプラ

ン策定に向けて、次のキーワードに基づいて委員の皆様からご意見をいただいた

キーワード（参考）

県立高校独自の特色ある学び

人口減少時代における高校教育の在り方

一人一人の学習ニーズに対応した教育機会の確保

・好き（興味・関心）を育み、「得意」を伸ばし、多様な経験を積むことができる機会の確保

・AIに代替されない力の育成

・探究的、文理横断的な学び、ＳＴＥＡＭ教育、キャリア教育等の推進

・学校や課程、学科の枠を超えた学びの推進

・人生100年時代を見据えた「ライフデザイン教育」の推進

・普通科の在り方の転換、普通科改革を通じた特色化、魅力化

・小規模校の特色化、魅力化のための教育条件の改善、遠隔授業の推進

・社会や産業界のニーズに応じた人材、グローバルに活躍する人材の育成

・地域産業や大学等との連携、協働

・不登校経験など多様な背景を持つ生徒に対する学習機会の提供

・生徒と教員のウェルビーイングの実現

・教師の資質、能力の向上を図ることができる環境整備 27



プラン策定委員会における委員意見

28



第１回ふくい県立高校魅力向上プラン策定委員会における

委員意見①

・現場の教員、生徒が当事者意識を持って学校づくりに参画することが県立高校改

革の成功につながる。

・選ばれる県立高校となるためには、高校の魅力を伝えるだけでは不十分。中学校

の生徒や教員を巻き込んでいくような仕掛けが必要。

・中高大の連続性が見える形で連携できるとわかりやすい。

大学等との連携により、先生の好奇心や探究心が満たせるような環境づくりをす

ることで、生徒にも効果が波及していくのではないか。

・探究学習と教科学習の連携の視点を持ち、探究学習だけでなく、教育総合研究所

等の機能強化により、教科学習の指導力向上を⽀えるような仕組み作りが必要。

・生徒が主体的に未来を創造していくために、挑戦できる教育、失敗ができる環境

が必要。何に価値を感じて生きていくか問う「ライフデザイン教育」の推進が示

されている点は評価できる。

教育界からの意見

29



第１回ふくい県立高校魅力向上プラン策定委員会における

委員意見②

。

・高校生は県が様々な手厚い取組をしていることを知らない。高校生と政策ワーク

ショップのような取組ができると、福井の良さや地元理解の促進につながるので

はないか。

・教員や保護者も自分の好きを伸ばしていくことで、生徒も自分の好きを伸ばして

いくことができる。教員や保護者が「福井が好きだ」という姿勢を示すことで、

今後子どもたちが県外に出たとしても、将来福井のために力になってくれるので

はないか。

・教員の役割が多く、生徒と向き合う時間が持てない教員が多い。今後色々な取

組を進めていくのだと思うが、現場の教員が生き生きと働くことができるよう、

現場視点で取組を進めていただきたい。

・お金を稼ぐための手段というだけでなく、仕事をすることによる喜びや、好きな

ことを実現するなどといった「キャリア教育」について考える機会が必要。

保護者からの意見
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第１回ふくい県立高校魅力向上プラン策定委員会における

委員意見③

。

・企業として採用したい人材は、素直さや人を大切にできるなど人間力があること

が大事。そのような視点もプランに盛り込んでいきたい。

・人材が福井に留まるだけでなく、全国、世界に羽ばたき、いつかは福井に戻っ

てきてくれるような、広い視野に立った人材育成を考えてほしい。

・「学校の枠を超えた学び」や、外部機関との連携により生徒をバックアップして

いく体制は県立高校の魅力で素晴らしい取組であり、その魅力を際立たせていく

ことが必要。

・「ふくい県立高校魅力向上プラン」は今後全ての高校が取り組んでいくもの。

改革先導拠点の教員のみが孤軍奮闘するようなものにならないように、改革先導

拠点に専門的な人材が⽀援に入ることができる仕組みを構築することが大事。

・「選ばれる学校」という言葉の解像度を上げ、それぞれの学校がどのような学び

の価値を提供できるのか考えなければならない。

産業界からの意見、改革先導拠点に関する意見
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議題１ 「ふくい県立高校魅力向上プラン」

について

議題２ 改革先導拠点について

32 32



鯖江高校 258人(7クラス)
普通科(スタンダードコース、スポーツ・健康福祉コース、
IT・デザインコース)、探究科

DX 令和6年度〜令和8年度(予定)

丹生高校 107人(4クラス) 普通科 連携型中高一貫校平成17年度〜

美方高校 149人(5クラス) 普通科、生活情報科、食物科 連携型中高一貫校平成17年度〜

羽水高校 299人(8クラス) 普通科、探究特進科

足羽高校 137人(5クラス)
普通科(キャリアデザインコース)、多文化共生科(中国
語・英語コース、日本語コース)

三国高校 125人(4クラス) 普通科

金津高校 229人(7クラス) 普通科
DX 令和6年度〜令和8年度(予定)
連携型中高一貫校平成17年度〜

丸岡高校 96人(3クラス) 普通科(みらい共創コース、スポーツ探究コース) DX 令和6年度〜令和8年度(予定)

大野高校 114人(4クラス) 普通科 DX 令和6年度〜令和8年度(予定)

勝山高校 88人(4クラス) 普通科、探究特進科
DX 令和6年度〜令和8年度(予定)
連携型中高一貫校令和8年度〜

①専門高校の機能強化・高度化

坂井高校
【選定理由】

・プロ人材高校の中で、農工商家４学
科を有し、多様な学科連携が可能

・地域人材育成に向け、令和３年度から
のマイスターハイスクールの取組みを
進め、産学官連携のコンソーシアムの
枠組みが構築されている

②普通科改革を通じた高校の
特色化・魅力化

敦賀高校
【選定理由】

・SSH校以外で理数科を有し、他地域の
普通科系高校への波及効果が高い

・地域と連携した専用の理数研究、探究
展開が可能（電子部品・エネルギーなど）

③地理的アクセス・多様な学びの
確保

鯖江高校
【選定理由】

・県内で唯一、普通科にＩＴ・デザイン
コースがあり、遠隔授業を検討している
教科「情報」の教員体制が確保

・令和元年度から「地域との協働による
教育改革推進事業」の取組みを県内で
先行的に進め、地域連携の仕組みが構築
されている。

※県全体の地域バランスも考慮し決定

N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想に係る改革先導拠点

SSH：スーパーサイエンスハイスクール、MH：マイスターハイスクール、
DX：DXハイスクール(単年度申請)

＝改革先導拠点（案） ＝

藤島高校 313人(9クラス) 普通科 SSH 平成16年度〜令和8年度（現在先導1期)

高志高校 241人(7クラス) 探究創造科（2・3年次人文創造科、理数創造科）
SSH 平成15年度〜令和10年度 (現在先導1期)
併設型中高一貫校平成26年度〜

武生高校 298人(8クラス) 普通科、探究進学科（2・3年次探究文科、探究理科） SSH 平成20年度〜令和10年度（現在4期)

武生東高校 91人(3クラス)
学際フロンティア学科（2・3年次フューチャークエスト
科、フューチャーサイエンス科、グローバル科）

DX 令和6年度〜令和8年度(予定)

敦賀高校 215人(7クラス)
普通科、文理進学科（2・3年次理数進学科、人文進学
科）、商業科、情報経理科

DX 令和6年度〜令和8年度(予定)

若狭高校 264人(8クラス)
普通科、文理探究科（2・3年次国際探究科、理数探究
科）、海洋科学科

MH(指定)  令和3年度〜令和5年度
SSH 平成23年度〜令和10年度(現在3期)

学校名(全日制) 人数（学級数）
※R7 一年生

学 科 備 考

若狭東高校 141人(6クラス) 生活創造科、地域創造科、工業創造科、ビジネス情報科 DX 令和7年度〜令和8年度（予定）

福井農林高校 135人(4クラス) 生物生産科、環境工学科、生活科学科、食品流通科

科学技術高校 180人(5クラス)
機械システム科、化学創造科、産業デザイン科、電子電
気科、情報工学科

DX 令和6年度〜令和8年度（予定）

敦賀工業高校 115人(4クラス) 電子機械科、電気科、情報ケミカル科、建築システム科

福井商業高校 296人(8クラス) 商業科、国際経済科、会計科、情報処理科、流通経済科

坂井高校 232人(8クラス)
食農科学科、機械・自動車科、電気・情報システム科、
ビジネス・生活デザイン科

MH(指定）令和3年度〜令和5年度
〃 (拠点)  令和6年度〜令和7年度

奥越明成高校 75人(5クラス) 機械科、電気科、ビジネス情報科、生活福祉科

武生商工高校 248人(7クラス)
機械創造科、電気情報科、都市・建築科、商業マネジメ
ント科、情報ビジネス科

MH(拠点) 令和6年度〜令和7年度
DX 令和6年度〜令和8年度予定
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改革先導拠点について（案） 

類型１ 拠点校：坂井高校 

専門高校の機能強化・

高度化 

（アドバンスト・エッセンシ

ャルワーカーの育成等） 

取組内容 

〇高度専門実践プログラムの実施 

・高度資格取得ブートキャンプ 

・六次産業化を見据えた社会実装教育 等 
 

〇地域共創プロジェクト型学習の実施 

・産学官連携プロジェクト 

・坂井高校マルシェの高度化 

・専門教育の魅力発信（次世代育成） 等 

整備内容（４つの拠点を整備） 

①アドバンスト・テクノ HUB（工業拠点） 

・各コース（機械、自動車等）における設備導入 等 

②スマートアグリ＆バイオ HUB（農業拠点） 

・スマート農業設備の導入 等 

③六次産業化 HUB（商業拠点） 

・製品の生産、加工、出荷等の工程における衛生管理手法

（HACCP）を学ぶ設備の導入 等 

④地域共創 HUB（全分野・地域交流拠点） 

・地域における連携・共創や実践的なビジネス体験等が 

可能な環境整備 

協力校（※） 

（全日） 

若狭東、福井農林 

科学技術、敦賀工業 

福井商業、奥越明成 

武生商工 

敦賀、美方、若狭 

（定時・通信） 

丸岡、大野、鯖江 

武生、敦賀、若狭 

道守 

類型２ 拠点校：敦賀高校 

普通科改革を通じた 

高校の特色化・魅力化 

（文理の双方の素養を有す

る人材の育成等） 

取組内容 

〇先導的な理数教育の実施 

・理数探究基礎の充実 

・科学的根拠を追求できる先進的授業の開発（DX 活用） 

・新たな学校設定科目（データサイエンス）の新設 等 
 

〇地域・国際の連携を活かした教育の実施 

・地元大学や企業との連携 

・国内外の高校生や研究者等とのオンライン協働研究 等 
 

〇理系人材の裾野拡大 

・小中学生を含む全世代が科学に親しめる機会の創出 

・女子高生の科学分野への参画促進 等 

整備内容（２つの拠点を整備） 

①科学・ＤＸ研究センター 

・定量的データを採取・分析するための機器の導入 

・先端デジタル機器（データ活用関係）の導入 等 
 

②先進的な理科実験室（高度化） 

・自然科学４分野における実験室の充実 

・「講義」と「実験」が両方実施可能な環境整備 

・授業や研究で遠隔交流が可能な通信機器の導入 等 

 

協力校 

（全日） 

藤島、高志、武生、 

武生東、若狭 

羽水、足羽、三国 

金津、丸岡、大野 

勝山、鯖江、丹生 

美方、敦賀工業 

（定時） 

敦賀 
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類型３ 拠点校：鯖江高校 

地理的アクセス・ 

多様な学びの確保 

取組内容 

〇遠隔教育の確立・展開 

・「情報※」の授業配信を通して遠隔授業の効果的な 

授業・運営方法を確立 ※その他分野にも順次拡充 

・オンラインによる他校等との合同授業や交流 等 
 
〇地域資源（（デジタル、ものづくり、デザイン）を

活かした教育の実施 

・地域課題解決に向けたプロジェクト型学習の展開 

・高校生版デザイン講座の開設 

・新たな学校設定科目の開発 等 
 
〇地域と連携した学力向上・学習支援の実施 

・地元進学に向けた学習講座や相談会の実施 

・地元企業との協働した情報活用能力の向上 等 
 

整備内容（２つの拠点を整備）  

①遠隔教育拠点（配信センター等） 

・配信スタジオ、多目的遠隔実習室等の整備 

・先端デジタル機器（デジタルものづくり関係）の導入 等 
 
②地域連携共創拠点 

・地域における連携・共創が可能な環境整備 

・地元進学学習講座等を実施する多目的な環境整備 等 

協力校 

（全日） 

羽水、足羽、三国 

金津、丸岡、大野 

勝山、丹生、美方 

武生東、福井農林 

奥越明成 

（通信） 

道守 

（※）協力校・・・改革先導拠点が改革を実現するために必要不可欠な他の学校等を「協力校」として設定可能 

類型ごとに関連する高校を協力校に位置づけ、県内全ての高校において、改革先導拠点の取組みの波及に努める 
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